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千葉地方裁判所委員会（第５６回）議事概要 

 

千葉地方裁判所委員会 

 

１ 開催日時 

  令和８年２月５日午後１時１５分から午後３時３０分まで 

２ 開催場所 

  千葉地方裁判所大会議室（新館１０階） 

３ 出席者 

  【委員】 

浅香竜太、安東章（委員長）、石山孝紀、小野寺正朋、岸洋介、小林俊明、

齊藤顕、澤田仁史、西田陽子、萩原大樹、三上光、山下政嗣 

  【説明担当者】 

   千葉地方裁判所事務局経理課長 中山慎一 

   千葉地方裁判所事務局総務課課長補佐 関根陽介 

  【事務局】 

千葉地方裁判所民事首席書記官、同事務局長、同事務局総務課長、同事務局

総務課課長補佐 

４ 議事等 

 ⑴ 委員の紹介 

   安東委員長から、任命後初めての出席となる浅香委員、小野寺委員、岸委員、

齊藤委員、澤田委員、西田委員及び三上委員が紹介された。 

 ⑵ 委員挨拶 

   委員就任に当たり、浅香委員、小野寺委員、岸委員、齊藤委員、澤田委員、

西田委員及び三上委員から挨拶があった。 

 ⑶ 説明担当者による説明 
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   裁判所庁舎の安全性、消防計画・災害時備蓄品整備計画及び防災計画につい

て中山経理課長が説明後、千葉地方・家庭裁判所本庁のBCP（業務継続計画）

について関根総務課課長補佐が説明した。その後に備蓄品倉庫等の見学が行わ

れた。 

 ⑷ 意見交換 

   （発言者：◎委員長、○委員、◇説明担当者及び事務局） 

  ◎ 今回の千葉地方裁判所委員会では、「大規模地震に備えた裁判所における

防災対策について」というテーマに関して意見交換を行っていきたい。視点

を分けて、一つが施設や備蓄品なども含めた物・施設のハード面の観点から、

それから業務のやり方とかＢＣＰとか訓練とかそういったソフト面の観点か

ら、という二点に分けて御意見を伺いたい。 

  ○ ＢＣＰ計画と消防計画について、ＢＣＰの方は震度６強以上を想定してい

るという話だったが、消防計画はどれぐらいの震度を想定しているのか。 

  ◇ 消防計画においても震度６強程度を想定して作成している。 

  ○ この建物自体の強度をすごく信頼した消防計画だなと思った。以前勤めて

いた市役所はあまり建物を信用していなくて、地震があったときに来庁者を

外に一回出して、建築部門の技師が外観のひび割れなど建物の安全性をチェ

ックしてから中に戻している。そのあたりについて、建物をすごく信頼して

いると思ったので、どのくらいの強度で設計されているのか。 

  ◇ 裁判所においても営繕技官というプロフェッショナルがいるが、現在は最

高裁にしかいない。この建物については耐震構造となっていて、東日本大震

災規模の地震には十分に耐え得ると聞いている。 

 そのため、想像をはるかに超えるような揺れがあった場合まで果たしてど

うかというと、そこはお答えできない。また、建物ごとをつないでいる連絡

通路は地震が起きたら崩れるかもしれないということで、防災訓練等をやる

際にも、そこにいる者はそこから速やかに逃げてください、そこにいないで
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くださいとアナウンスしている。 

  ○ 計画を作るときに、プロフェッショナルがいない部門でいろいろ考えられ

ているのは分かるので、例えば、千葉市の消防局とか、そういうところに聞

いてみたらいいかもしれないと思った。 

  ○ 備蓄品は、一般的には３食分を３日分といわれていると思うが、想定人数

や何日分を備蓄しているか伺いたい。もう１点は災害時の電源のところで、

自家発電のようなものを備えているんじゃないかと思うが、この２点はどう

いう状況か。 

  ◇ 備蓄品は、想定する帰宅困難者を対象に３日分という積算をして、その分

の量を備蓄している。自家発電の方は、建物に自家発電機はあり、非常電源

ということで一部照明がついたりという切替えの形になり、６時間から８時

間程度は動くという確認をしている。 

  ○ 先ほどの説明で、防災訓練のときに家庭裁判所本館の１階の扉を開けたと

話があったが、ふだんは防犯の関係からほとんどの扉が閉まっていて、入り

口が限られている。いざ災害が起きた場合は全部の扉が開くような形になる

のか。 

  ◇ 地震が起きたからといって、すぐには閉鎖している玄関等を解錠すること

は予定していない。ただ、その後の事情に応じて、本部の判断でドアを開放

して出入りができるようにすることもできなくはないと思っている。 

  ○ 職員はふだんから訓練をしているからいいが、当事者の方とか利用者の方

は裁判所の構造がどうなっているかよく分かっていないだろうし、出口かと

思ったら閉まっているとか、その辺の誘導は結構大変なのかなと思う。 

  ◇ その点は、自衛消防隊の地区隊の中で、職員だけでなく、法廷フロアにい

る来庁者、当事者も含め全員誘導するような形で訓練をしている。訓練はど

うしても職員だけになってしまうが、本番はそうではないというアナウンス

はしている。 
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 ◎ この間の秋の訓練は模擬裁判があったと思うが、傍聴人役がいて誘導した

りしたのか。 

  ◇ 模擬裁判を実施した部には、その法廷にいる当事者の方も一緒に避難をす

るような形でお願いをしている。 

  ○ 災害時用のお手洗いについて、プライバシーの確保がされていてとてもい

いと思ったが、中を開けてみると垂れ流しのような、そういう構造になって

いるかと思うがどうか。 

  ◇ 本日は器だけ展示しているが、実際にはあのトイレの下に凝固剤を用意し

て、一人が使ったら使い捨てる形になる。そのほかに、庁舎内のトイレが水

は流れない場合でも、その便器を使って凝固剤を当ててということができる

別の備蓄品も用意しているので、トイレの絶対数が足りないような場合にも、

両方使えるよう準備をしている。 

  ○ お手洗いは感染症の原因等になるので、今の話を聞いて安心した。 

  ○ 裁判所は法廷が上の階にもある中で、車椅子の方とか、障害のある事件関

係者等も来庁されると思うが、エレベーターが使えないという想定だとそう

いう方をどうやって下の待合室等に避難させていくのか。階段を下りるため

の専用の機材など、併せて準備された方がいいかなと思った。あと、千葉の

本庁以外に、佐倉とか木更津、八日市場とか各支部があると思うが、そこと

の連携はどうなっているのか。 

  ◇ 車椅子の方については、この建物と隣の地裁本館において、イーバックチ

ェアという階段避難車を備品として整備している。昨年秋に実施した訓練で

もイーバックチェアを使って下りてみた。日頃、なかなか使う機会もないの

できちんと訓練の中で生かしていこうと取組をしている。 

  ◇ 各支部においても個別に業務継続計画を定めている。内容としては本庁の

ものとほぼ同様のものとなっている。また、支部と本庁との連携という点で、

情報共有については、安否確認訓練でも情報共有の訓練というものをやって
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いる。それで支部の職員等の状況も本部の方に連絡が来る体制を整えており、

閉庁、開庁の判断のための情報を集めて判断ができるようになっている。ま

た、支部、簡裁が被災した際の援助体制についてもあらかじめ定めており、

第３順位まで援助庁が定められているが、例えば松戸支部の場合は第１順位

が本庁、第２順位が木更津支部、第３順位が佐倉支部といった形で、それぞ

れ援助庁が定められている。 

  ○ ＢＣＰということであれば３日程度が初動の対応だと思うが、警備など業

務委託先との契約関係はどうなっているのか。あと安否のところで、職員の

方は先ほどのシステムでいけると思うが、派遣の方や業務委託の方への連絡

とか安否確認というのは、どういう整理をしているのか。 

  ◇ ガードマンとか清掃業者については、特に消防計画にリンクするような位

置付けはしていないので、何か連絡体制どうこうということでは構築してい

るものはない。また、有事があったときの翌日、仮に人が集められないとか、

交通手段が遮断されてとかいう場合は、できる範囲でどこまで受注者側の方

が対応できるかを協議しながら進めていくしかない。 

  ◎ 外部派遣の職員というのはどうかという話について、裁判所の事務方で、

どこかの会社から派遣してもらっているみたいなのはない。非常勤の職員に

は常勤職員と同じようにフォームで連絡してもらうことになる。 

  ○ 裁判に関して、法廷が開いているときにものすごい地震が来たという場合、

どうなるのか。ケース・バイ・ケースだと思うが、進行するのか、それとも

一旦その場で待機して誘導になるのか。その場合、被告人など関係者と傍聴

人の方々を分けて誘導するのか。設備の面では、火災の非常通報ボタンや防

火防煙シャッターは各階に全部付いているか。 

  ○ 開廷中に大規模地震があったときにどうするかは簡単な手順が定められて

おり、パニックにならないように各法廷にもその手順書が備え置かれている。

具体的には、大規模地震になると法廷は多分続けられなくなるので、休廷に
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して一旦手続は止めて、安全確保ができた段階でどういうふうに避難してい

くのかをやっていく。安全確認が取れるまでの間は、ヘルメットを配布した

りして安全確保にまずは努めていただく。安全確認が取れた段階で避難指示

があると思うので、その指示に従って誘導していくことになる。 

  ◎ 勾留中の被告人については拘置所などがその被告人を管理する立場にある

ので、法廷が止まればその人たちが身柄を確保して、その人たちの責任の下

に管理するわけだが、その拘置所の人たちが建物から出られる状況かどうか

はその状況を見ながら判断していくことになる。 

  ○ 民事事件の場合も、刑事事件とほぼ同じではないかと思う。昨年の防災訓

練のときも模擬裁判という形で実施したが、そのときも一旦手続は中止して、

指示があれば避難するという形だった。恐らく、そのまま審理を続行すると

いうことは事実上あり得ないと思う。民事の場合は刑事と違い、被告人がい

ないので、傍聴人と訴訟関係者は一緒に避難していただく形になるかと思う。

また、民事の場合は必ずしも法廷だけで審理をするわけではなく、弁論準備

手続では小さな部屋でやることがある。その際も裁判所職員の指示があるの

で、それに基づいて避難していただく。 

  ◇ シャッターとか報知機の関係は、消防法に基づく形で必要な数が必要な箇

所に整備されている。また、こちらの建物には保守業者が常駐する中央監視

盤室があり、そこに全て情報が集まってくる。例えば地裁の本館にいる人間

が新館の様子が分からなくても、中央監視がその情報を総務課に伝えて総務

課がそれをまた共有するような形で、今どこの箇所で火災が起きているかが

分かるような連携を取っている。 

  ○ 年１回実施する訓練というのは、常勤の方は全員参加ということでいいの

か。それと人的な面で、メールで安否確認というのは、これは別個に行って

いるということでいいのか。 

  ◇ 訓練時に、執務室に誰もいなくなるわけにはいかないので、必要最小限の
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ところで人をとどまらせて、できるだけ多くの人が参加するようにお願いを

している。 

  ◇ 安否確認訓練については、従前はメールで報告をもらっていたが、より簡

便な形のフォームによる報告に変えている。簡単に送信できるような形で、

より職員が報告をしやすい形になった。また、防災訓練とは完全に別になっ

ており、年に１回か、又は２回程度実施している。 

  ◎ 防災訓練のときはみんなで避難した後、天気が悪くなければ駐車場に全員

集まり、点呼をした後、防災関係の方に御講評をいただいている。その後に

起震装置体験とか通常の団体と同じような形でやっている。最高裁も同じよ

うなことを最高裁の建物の広場でやっている。 

  ○ 自衛消防隊の中でいろいろな班に分かれているのは、これは全員が所属し

ているわけではなくて、主要な職員の方が担当しているということでいいか。 

  ◇ そのとおりである。自分がどの班のどの役目になっているかを分かっても

らうために、毎年名簿の更新をして役割分担の意識をしてもらっている。 

  ○ 事前に講習を受けるのはそういう方が対象か。講習はまた別か。 

  ◇ 講習を受けるのは自衛消防隊の本部隊の総括班長に限る。主に事務局の課

長補佐を中心として割り当てており、外部での講習を受けてもらい、資格

を取ってもらっている。 

  ○ 本当に有事の際は通信インフラにかなり影響が出て、通常の携帯電話とか

固定電話が相当つながりにくくなるため、私の職場では災害時の優先電話

のスマホが配布されている。加えて、対策本部のメンバーの自宅には衛星

電話を配備している。災害時も衛星で必ず連絡できるように、ちょっと費

用をかけて入れている。 

  ◇ 裁判所でも、非常時の通信手段として以前は衛星携帯電話というものを設

けていたが、電波がつながりやすい場所を探すのが大変であった。ここ最

近、災害時の優先電話（スマホ）が本庁だけでなく支部にも整備されたた
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め、支部とのやり取りもしやすくなった。あと、災害が発生して交通機関

が途絶した場合、千葉は管内支部がたくさんあり、小規模なところもある

ので、職員が登庁できなくなってしまうことも想定される。その場合、電

話のボイスワープ機能を利用して、本庁の総務課に支部あての電話を転送

して応対ができる形にして、司法サービスの低下にならないように配慮し

ている。 

  ○ 衛星電話も天気が悪かったりするとつながりにくいとか、家の中でもつな

がりやすい場所があるみたいなことも聞いたことがあるので、実効性がど

こまであるかだと思う。 

  ○ ＢＣＰや備蓄品について、しっかり配備して計画されていて、本当に住民

として心強いなと思った。千葉市においては、地域防災計画を作り、市民

の保護などちゃんと計画をしていたが、東日本大震災の際は防災部門から

の指示待ちでなかなかうまく動かないという状況が発生した。そのため、

現在はそれぞれの部署が自動で動けるように、ふだんから各部署に災害時

の役割が与えられている。市民局の場合には、物資の搬入と供給という役

割が与えられており、ふだんからどこに備蓄倉庫があって、それをどう出

すかというのを自分たちで計画、実行するという形を取っている。市内に

も避難所がたくさんあるが、地震が起きたときに誰が参集するかが震度な

どに応じて決まっており、防災の部門が指示を出すのではなくて、自動で

参集メールがいくようになっている。できる限り防災部門の職員が介在す

る必要がないような工夫をしているが、裁判所ではそのあたりいかがか。

あと、なかなか裁判所だけで全て対応するというのはきっと難しいと思う。

千葉市もこの近くだとＱｉｂａｌｌで１０００人程度収容するという想定

で備蓄などしているので、そうした連携を想定していただくといいと思う。 

  ◇ 千葉地裁では、裁判所以外の機関と連携したことはこれまでないが、有事

の場合にこの建物の中に抱え込めない帰宅困難者がいた場合にどこに案内
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するかも考えていかなければいけないと感じたし、各部署に役割を与えて

積極的に動かす仕組みも十分考えなければいけないと感じた。裁判所は事

件部とそれを支える事務局とで構成されているので、事件部と事務局の間

で決まり事を作って守れるのかどうか、今後、防災消防計画だけでなく訓

練も含めて、そういった点にも配慮しながら参考にさせていただければと

思う。 

  ○ 家庭裁判所に子供などが来る想定なのであれば、粉ミルクとか、おむつと

か、おしり拭きといったものは備蓄品の中に見当たらなかったと思う。も

う一つは、災害が起きたときには水がかなり重要になる。ペットボトルで

たくさん水を備蓄しているのは分かった。これは安心なんだけども、飲料

水だけでなくて、それ以外の水、例えば給水車なんかが来たときにその水

を貯めるタンクがあると便利だなと感じた。 

  ◇ 小さなお子さんや赤ちゃんのために、裁判所では紙おむつ、液体ミルク、

使い捨ての哺乳瓶といったものをセットで備蓄品として用意している。ま

た、水の類は、期限切れのものを生活用水として、飲用分の２倍程度を備

蓄している。タンクは移動ができないので、ペットボトルをそのまま生活

用水として配って、手を洗うなりに使えるように別の倉庫に備蓄している。 

  ○ 地域の公共施設の避難場所、指定避難場所というのがあるので、そこと連

携した方がいいと私も思う。裁判所で普通の市民とか普通の避難者を引き

受けてしまうと、その人たちの何かにも対応しなきゃいけなくなり、職員

があまりいない中でそこにも対応をかけなきゃいけないとなると、負担に

なるかと思う。裁判所の業務で一番優先しなきゃいけない業務をするのに、

必要最小限の人間しか来れなかった場合を想定して、一般の方々はできる

だけ公共施設の避難場所へ行ってくださいという形の御案内をするとか、

それでも何かけがをしちゃってどうしても避難所として保護しなきゃいけ

ないという場合にはどうするのか、という感じに作り込んでおいた方がい
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いと思う。Ｑｉｂａｌｌについて先ほど御案内があったので、Ｑｉｂａｌ

ｌまでの道の案内図とかを備蓄倉庫とかに備えておいて、避難されて困っ

ている方々に、ここに公共の避難所があるのでそちらへ行ってくださいと

いうような御案内をするとか、できるだけ裁判関係のお仕事以外の部分の

負担を減らすようにした方がいいんじゃないかと思った。 

  ○ 先ほど期限が近づいた備蓄品を職員の方が食べているという話があったが、

まずおいしいのかどうか。それと、そのまま職員の方たちが食べるのもも

ったいないなと。例えばフードバンクに寄付するとか、そういうのも考え

てもいいと思う。あと、ＢＣＰは東日本大震災の後に作成したということ

で、その前はなかったということなのか。東日本大震災は震度５強で、私

は事務所にいて、事務所がぐちゃぐちゃになっちゃったんだけども、千葉

地家裁とか建物の中はどうだったのか。そういう被害とか、もし残ってい

る方がいて記憶があれば教えていただきたい。  

  ◇ 備蓄品を実際に食べたことはないが、以前に比べて現在はラインナップが

良いとは聞いている。職員に配っているのは、配布訓練ということで、有

事でもし帰れなくなったりして備蓄品を食べる場合にはこの程度のものが

用意されていますよということを分かってもらうために行っている。一方

で、寄付については、他の裁判所でも今まで聞いたことはなく、そこにお

金をかけられるのかどうかということもあるし、受け取っていただけると

ころについても情報としてなかったので、もし提供いただけるのであれば

今後の検討材料にさせていただければと思う。 

  ◇ ＢＣＰについては、平成２５年４月に作成したものであり、千葉地家裁に

おいてはそれ以前は恐らく策定はされていなかったのではないかと考えて

いる。 

  ◇ 東日本大震災時の実際の被災については、壁面や廊下等にクラックができ

たりとか、エレベーターが複数台故障したということを聞いている。 
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  ◎ 当時、千葉地裁の刑事部で仕事をしていたが、結構な揺れで、冷蔵庫の中

のものが飛び出してきたり、物が落ちたり、引き出しが勝手に出たり閉ま

ったりして、上の階は本当に揺れが大きくて、立っていられないような感

じだった。エレベーターが止まったので、１０階、９階だと毎日大変で、

打合せや公判前整理手続を民事部の部屋を借りて３階か４階でやったりと

か、そういうこともした。 

  ○ 期限切れの備蓄品は、外部に出すより職員に食べていただいた方がいいか

と思う。どういうものかを理解していただいて、良い品質のものをどんど

ん入れていくとか、カロリーもある程度考えて取り入れていく方がいいか

と思う。乾パンとかもカロリーが随分低いので、もう少し栄養価の高いも

のを準備したりとか、乾パンもガリって感じで硬いので、もうちょっと柔

らかいものにするとか、そういった配慮をした方がいいかなと思う。 

◎ 様々な御意見をいただき、感謝申し上げる。これで本日の意見交換を終

了することとしたい。 

 ⑸ 次回委員会期日 

   次回の委員会は、令和８年９月９日を開催候補日とすることとした。 

 ⑹ 次回の意見交換テーマ 

   次回の意見交換テーマを「民事訴訟のデジタル化について～事件記録の電子

化～」と決定した。 

以 上 


